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「学校力向上コラボレーション事業（１年目）」の取組から

令和7年3月 徳島県教育委員会 義務教育課

 学年末です。「心残りのないようにしっかりとまとめをして終えたい」という思いは、教員も児童生徒も同じです。
授業での学びや学校内外での活動など、児童生徒や学級の成長を共に認め合いながら１年間を締めくくり、
新学年への飛躍に繋がるよう支援したいものです。

新学期 いいスタートがきれるように・・・子供たちに向けて・・・

一人一人の子供や学級の成長を共に認め合い、
 新学年への期待を膨らませるために・・・

活動例

☑ 映像（スライドショー）で振り返る、学級の足跡

☑ 思い出＆春休みの目標のスピーチ

☑ 担任からの一言メッセージ

春 休 み の 過 ご し 方 の 留 意 点                                  

こんなことに気を付けよう

★学年間や校種間で丁寧な引継ぎをする。

★学校・家庭・地域と連携し、子供たちを温かく見守る。

★「学習する場」である教室環境を整える。

★学ぶ楽しさが実感できるような授業づくりの準備を行う。

早寝、早起き、朝ご飯
ルールを守ります
やるぞ、勉強、予習・復習
すすんで、家庭でお手伝い
みんな元気で新学期

は

み

る
や
す

美馬市立美馬中学校 協力校：美馬小学校

家庭学習の充実と質の向上

徳島版読解力を生かし、ＩＣＴを有効活用した授業改善

◇家庭学習の充実と質の向上を目指して

◇徳島版読解力を生かし、ＩＣＴを有効活用した授業
改善を目指して

〈生徒の変容〉
・ 生徒自身が、自分が付けるべき力を自覚し、授業の中で積極的に
学ぼうとする意欲を感じられるようになった。

〈教師の変容〉
・ 全教職員で効果的な宿題について考えたり、校内研修を行ったり
したことで、学校力向上への意識が高まり、班活動やタブレットの使
用などを工夫して、生徒の意見や考えを表現しやすいように授業の
中に取り入れることができている。

家庭学習の意義や習慣付けることの
メリットを伝えるとともに、ＩＣＴを活用
した課題の出し方を工夫する。

徳島版読解力育成授業づくり研
修（校内職員研修）を行い、授業
づくり（主に協働学習）について
グループワーク等を行った。

☆城東小学校
（協力校：城東中学校、福島小学校、沖洲小学校）
☆大松小学校
（協力校：宮井小学校、方上小学校、渋野小学校、論

 田小学校、南部中学校）
☆横見小学校
（協力校：阿南第一中学校、中野島小学校、宝田小学  

 校、大野小学校、長生小学校）
☆瀬戸中学校
（協力校：明神小学校）
☆山川中学校
（協力校：山瀬小学校、高越小学校）
☆美馬中学校
（協力校：美馬小学校）
☆井川中学校
（協力校：辻小学校、西井川小学校）
☆上勝中学校
（協力校：上勝小学校）
☆藍住中学校
（協力校：藍住西小学校、藍住南小学校）
☆三加茂中学校
（協力校：加茂小学校、三庄小学校）

実践拠点校（協力校）

くわしくはこちら →
https://siryou.tokushima-
ec.ed.jp/page_20230207022015/page_20230209081404
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